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近年、「キレる」子どもや 「ひきこもり」の子ども

の存在が社会問題としてテレビや新聞などのメディア

を通 じて多 く取 り上げられる。また、子どもの対人関

係や対社会関係能力が低下 していることが指摘される

ことも多い (c.g"吉田,1997)。 これら現代の子ども

における問題点として指摘されるものに共通 している

ことは、他者と好意的なやりとりができないといった、

広い意味での社会的能力の欠如というべきものであろ

う。

このような問題に対して、対策を求める声も大きい。

しかしながら、出生率の低下や核家族化、地域社会に

おける関係の希薄化など、かつては社会的能力育成の

担い手であった地域社会の教育力を、今では期待でき

ない状況となっている。そのため、学校教育場面でこ

のような働きを補うべきだという考え方がある(吉田 ・

小川 ・出口 ・斎藤 ・坂本 ・廣岡 ・石田 0元吉,2000)。

このような観点からの学校教育場面で行われている

実践例としては、例えば、中学校で 「社会志向性」と

F社会的コンピテンス」を育てる教育実践を行ってい

る吉田 ・廣岡 ・斎藤 (2002,2004)を あげることがで

きる。また、ソーシャルスキル トレーニングを学校場

面で行う実践 (相川,1999)や 道徳的な葛藤場面につ

いて考えさせることで広い意味での社会的能力の育成

を目指すモラルジレンマ授業(荒木,1996)な どの実践

も行われている。このような取 り組みにより、社会的

能力の発達が促進されるという効果が見いだされてい

る。

しかしながら、現在の月曜日から金曜日までの学校

教育の中で、さらにすべての学校においてこのような

実践を行 うには、カリキュラムの変更などを含めた大

がかりな取 り組みが必要となる。また、教師のおかれ

ている多忙な現状を考えると、新たに担当する教科を

増やすことは、教師にとって大きな負担となる。さら

に、学校教育場面で担任等によるこのような教育実践

は、児童 ・生徒によって他の既存の教科と同等に提え

られ、ある種の表面的な知識としての理解を生むだけ

で本当の意味での社会性育成にはつながらないのでは

ないかという危惧 もある。そして、かつて社会的能力

育成の担い手だった地域社会には、異なった年代が相

互に交流するという、社会的能力育成に大きな影響を

与えうる重要な側面が存在 していたことを考え合わせ

ると、学校教育における授業ではない形態での教育的

活動の可能性を考えてみるべきなのかもしれない。そ

の一つの大きな可能性として、地域がもつ潜在的教育

力について再考する余地があるのではないだろうか。

ただし、社会構造が大きく変化 した現在では、かつ

て地域社会が持っていた力や機能を再現させることに

は無理があり、時代に適う新 しい形の地域社会の機能

を考える必要がある。そこで考えられるのが、地域の

「ボランティア」による教育的活動である。
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